
   食 料  環  境  セ  ミ  ナ  ー           ＜ 2024 年 4 月～7 月 ＞  
 

「  今抱えている疫学的問題      Zoom 講演  
－ワクチン・放射線育種米・フッ素・照射食品などを中心に  」  

２０２４年４月２０日（土）午後１時３０分～３時 健康情報研究センター 代表 里見 宏さん 

○会場での参加希望者は当日センターのホールにてご参加ください 

○Zoom での参加希望者は、事前にメールでお申し込みください。[件名：4/20 食料環境セミナー参加希望]、本文

に参加される方全員のお名前を記入いただき、info@ksyc.jp へ 4/18 までにご連絡ください。 

新型コロナワクチン、感染病対策は果たして有効だったのか、検証すべき時が来ています。秋田県が 25年か
ら切り替える放射線育種米あきたこまち Rは、なぜ必要なのでしょうか。秋田県は里見さんの質問状に「回答
は控えさせていただきます」と回答しました。歯のフッ素塗布は有効なのでしょうか。発芽防止のジャガイモ
への照射はついに中止になりましたが安心してよいのでしょうか。里見さんのかかわっておられる沢山の問題
についてお話し頂きます。 
 

「  放射線育苗米  ― あきたこまち R とは? 」  

５月１８日（土）午後１時３０分～３時            遺伝子組換え情報室 代表 河田 昌東さん 

2025年から秋田県の「あきたこまち」は放射線を照射した「あきたこまち R」に切り替えられます。表示は
されません。これは従来の放射線による品質改良とは違い、強力なガンマ線で標的の遺伝子を壊し、カドミウ
ムの吸収を抑制するものです。それと同時にマンガンも吸収しなくなってしまいます。また、遺伝子の鎖 2本
を切ってしまうことで心配される影響もあります。遺伝子の専門家である河田さんに詳しくお話していただき
ます。なお、兵庫県で計画されていた放射線照射米コシヒカリ環 1号は、反対意見が殺到したため、中止され
ています。 

 

「 原発からの命の守り方 2024～能登半島地震、珠洲・志賀原発、 

       そして福島原発事故から 13年の新事実を踏まえて～ 」 
６月１５日（土）午後１時３０分～３時                  ジャーナリスト 守田敏也さん 

今回の能登半島地震では、家も道路も壊れ、もし原発事故があれば屋内退避も避難も不可能でした。震源地
近くの珠洲原発が阻止されて無かったこと、志賀原発が動いてなかったことで救われました。災害列島の日本
で危険な原発を動かす必要があるでしょうか。それでも政府は原発計画を推進しています。美浜原発から３０
㎞、高浜原発から９７㎞、大飯原発から１０３㎞の神戸の私たちは命を守れるのでしょうか。 
原発事故や原発災害対策に詳しいジャーナリストの守田さんに聞いてみたいと思います。 
 

「 社会運動へ首を突っ込んでみよう  

   ～ 大学生だった私が神戸石炭訴訟に関わってみて 〜 」 

７月２０日（土）午後１時３０分～３時       神戸の石炭火力発電を考える会 今井絵里菜さん 

今井絵里菜さんのインタビュー内容を紹介します。『日本国内に住むひとりの市民として、ひとりの若者とし

て、日本が世界の脱炭素化の潮流に取り残されることのないよう、早期段階で石炭火力発電から脱却すること

を求めています。神戸石炭訴訟がその大きなきっかけになることを心から望んでいます。』石炭火力発電所から

排出される大気汚染の被害は存在します。家のほんのそばに増設が計画されていた地域の住民の皆さんと共

に、私は建設反対運動や差し止め訴訟に関わり始めた経験についてお話していただきます。 
 

●会場：神戸学生青年センターホール（ウェスト１００、本館２階） 

（阪急六甲下車徒歩２分、ＪＲ六甲道下車徒歩１２分） 

●参加費：１０００円  

●主 催：公益財団法人 神戸学生青年センター  

〒657-0051 神戸市灘区八幡町 4-9-22  

TEL 078-891-3018  FAX 078-891-3019  
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